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本紙『やっさもっさ』は、 1 月から11月まで毎月 1 回発行し、新聞折り込みを中心に配布しております。何卒ご愛読ください。※資源保護のため再生紙を使用しています。

…と質問を受けることがよくあります。多く
の場合、皆様は「やっさ祭り」をしている団体？
…との印象が強いようですが、改めて私たち
（社）三原青年会議所について説明をさせて
いただきたいと思います。私たちは40歳まで
の青年35名（内、女性会員１名）で構成され
ており「明るい豊かなまちづくり」を目指し
て活動を続けている団体です。「まちづくり」
という言葉に対し、難しく考える方もいらっ
しゃいますが、実際には困難な活動をしてい
るわけではありません。「まちづくり」は我々
の最終的な目標であり、それを達成する為の
手段として具体的な様々な活動を行っており、
我々自身、青年経済人であり、経営に関する
勉強も行っております。
　そして青年会議所の魅力にはもう1つネット
ワークが広がるといったメリットがあります。
青年会議所のメンバーは多種他業種の若者で
構成されており、業種を超えて意見交換がで
きます。

◆入会資格
　年齢25～35歳（原則として）性別は問いません。三原
　市内及び近隣町村に在住、または勤務されている方。
◆入会方法
　詳しくは右記までお気軽にお問い合わせください

ハガキ、封書、ＦＡＸ、Ｅメールまたは、持参。
ホームページからも応募できます。
住所・氏名・年令・電話番号をご記入の上、下記までお申し込み下さい。
作品は、15字以内（一人何点でも可）
2004年 2月2 日（月）～ 3月5日（金）（必着）
優秀賞　1点　　賞金3万円とやっさオリジナルグッズ
佳　作　2点　　やっさオリジナルグッズ
選考後、本人宛にご連絡いたします。
〒723－8555　三原市皆実4丁目8－1　三原商工会議所内
　　　　　　  三原やっさ祭り実行委員会　まで
                    ＴＥＬ　（0848）62－6155　　ＦＡＸ　（0848）62－5900
　　　　　　　メールアドレス：yassa@mhr-cci.or.jp
　　　　　　　ホームページ：http://www.mhr-cci.or.jp/yassa/
採用テーマは、当方にてデザイン化（ロゴ化）して、ポスター・ガイドブック等の印刷物すべてに使用します。
　※ 応募作品の著作権は主催者に帰属し、作品は返却いたしません。
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　総務・ＪＣ交流委員会（松尾清
治委員長）は、去る1月19日(月)
三原国際ホテルにおいて（社）三
原青年会議所1月新年懇親会を開
催しました。当日はOBの方66名、
現役メンバー33名が出席し盛大
に行われ、三原市長　五藤康之様、
三原商工会議所会頭　伏見暁様、
三原市議会議長　仁ノ岡範之様を
始めとする大勢の来賓の皆様方か
ら温かいご祝辞を頂き、本年度理
事役員の紹介、新入会員の紹介、
やっさ祭り実行委員会の紹介があ
り、OBの方たちが現役にエール
を送る場面も見られ、盛大に執り
行うことが出来ました。

モニター募集

　本紙ではみなさんのまちに対する
身近なご意見を募っています。何で
もお聞かせ下さい。なお掲載分につ
いては粗品を進呈いたします。

◆投稿方法
ハガキ・FAX・E-mailにて下記のお問
い合わせ先までお送り下さい。

「ちょっと一言」
投稿募集

皆様の声
を

お聞かせ
下さい

 ◆お問合せ先
（社）三原青年会議所
〒723-0052　三原市皆実4-8-1
三原商工会議所内
TEL（0848）63－3515
FAX（0848）62－1141
E-mail : info@mihara-jc.com
HP : http://www.mihara-jc.com

ご希望の方は下記アドレスまで
お願いします

www.mihara-jc.com

「やっさもっさ」
メールマガジン発信

　「やっさもっさ」では
モニターを募集しており
ます。紙面に対する皆様の率直なご意
見、ご感想をお聞かせ下さい。
◆モニター方法
　郵送による簡単なアンケート
◆モニター期間
　2004年１月号～11月号（毎月１回）
◆お問い合わせ先
　下記までお申し込み下さい。

〔過去3年間のキャンペーンテーマ〕
　第26回　　出合いの舞台　ＹＡＳＳＡ2001
　第27回　　新感鮮！瀬戸のやっさに夢未来
　第28回　　ええじゃん　やっさの夏が好き

三原青年会議所

　三原やっさ祭り実行委員会では『第29回三原やっさ祭り』を盛り上げるため、キャンペ
ーンテーマ(キャッチフレーズ)を公募致します。
　8月6（金）・7（土）・8（日）日の3日間開催予定の三原やっさ祭りは、メインとなるやっさ踊
りを中心に、花火大会やステージイベント等、たくさんのイベントを企画中で、気軽に参
加できる楽しいお祭りにしたいと考えております。
　三原市最大の夏祭り「三原やっさ祭り」にふさわしく、また、一人でも多くの方々に参
加していただけるような、明るく楽しい、そして親しみやすいキャンペーンテーマを広く
一般より募集致します。

共育連載～今の子どもたちには～vol.１
活性化への扉vol.１
やっさ祭りでまちづくりvol.1
経営品質とは
やっさ祭りキャンペーンテーマ募集、
会員募集・各報告・募集記事
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　（社）三原青年会議所は、地域の共育力の向上を目指し、ＰＴＣＡ運動の推進について取り組んでおります。本年度は｢まちづくりは人づくり｣という観点
から、特に｢子ども｣を主眼に置いて活動をする予定です。子ども達が、自分達のまちに愛着や誇りを持てるように地域の大人と共に育むことが、協働のまち
づくりへ向けた最優先課題であると考えます。そこで今回、ひと・まち夢未来創造委員会（小林　正典委員長）は、三原市立沼田小学校のＰＴＡを中心に
｢おやじの会｣を設立され、地域と学校のパートナーシップを図っている「おやじの会」神本俊教（かんもと　としかず）氏にお話をお伺いいたしました。

「おやじの会」　神本　俊教氏

イノシシの柵設置風景

イノシシの柵設置風景

運動会風景

◆私が幼少のころ小松左京氏原作の『日
本沈没』がテレビドラマとして放送
されていた。当時は、大地震・停電・
火山の噴火そして沈下してゆく日本
列島の姿に、ただ恐れと不安を感じ
たのを覚えている。この物語は日本

人が日本の国土を失ってしまった時、
日本人としてのアイデンティティをど
のように保ってゆくのかというところ
にテーマがあるようだ。◆地球温暖化
を初めとする環境問題。ここ最近報じ
られてきた鳥インフルエンザ、鯉ヘル
ペス、ＢＳＥ問題との因果関係をも否
めない。日本経済の低迷、我が子を虐
待殺傷するという痛ましい事件を見る
時、物理的にも精神的にも『日本沈没』

がドキュメントとして再現されている
ような気がする。◆国民主権を掲げる
日本は、代議制により、国民の権利を
行使しているにも関わらず、国民は政
治に無関心になりがちである。本来、
代議士は多数の国民の代表としての責
務があると共に、国民一人ひとりは諸
問題に危機意識を持ち、傍観するので
はなく行動してゆく責務があるはずで
ある。◆官民様々な立場の者が国土を

愛する心を持ち、共に知恵と力を集
結してゆかなければ、日本民族は海
に漂う難民になりかねない。地方分
権の流れの中で地方自治体が生き残
ってゆけるかどうかもまた然りである。

「おやじの会」設立のきっかけは？
　6年前に東京より帰三したのですが、
その当時は学校教育に関わる様々な問
題が取りざたされていたときで、私の
2人の子どもが転校先でうまくなじん
でいけるのかということが気がかりで
した。ところが転校初日、長男のクラ
スメートの男子全員が家まで遊びに来
てくれました。また、長女の所には学
年を超えた子どもたちが来てくれまし
た。私はこの光景をみて安心しました。
そこでこの地域（まち）に、何か恩返
しできないだろうかという気持ちが芽
生えてきました。その後、キックベー
スボールやソフトボールのお世話をし
ているうちに一人の先生の協力により
「おやじの会」が発足いたしました。
現在「おやじの会」はどのような
　　　活動を行っているのですか？
　子どもたちにより充実した環境で育
って欲しいという願いから、文化の継
承を昨年11月から取り組んでいる「郷
土芸能子ども教室」で地域の方、学校

の先生方のご協力を頂き、中高校生も
交えて無形文化財｢チンコンカン｣の指
導を月に2回行っております。現在、
沼田小学校区は約400世帯で、その内
28世帯から38名の児童がいます。「お
やじの会」はＰＴＡが中心ですが、子
どもが卒業しても引き続きメンバーに
関わってくれています。父親同士の交

流を深める意味で、毎年旅行も行って
おります。
「おやじの会」で活動されて、
　　学校や地域（まち）に
　　　どのような効果がありましたか？
　先日も、地域交流事業として小学校
で「餅つき」を行いました。今まで地

域の方へは特別な声がけはしていなか
ったのですが、近所の方から豆の差し
入れや昔ながらの餅つきの道具を提供
していただきました。また、参観日以
外でも授業を観に行ったり、学校へ気
軽に出向き先生と話をするなど学校と
地域の密接な関係ができていると思い
ます。地域の方も子ども達や他の大人

との交流の場に参加するきっかけを望
んでいたと思います。学校外でも元気
よく挨拶を交わしてくれることや何よ
りも近所の人が子ども達を本気で叱っ
てくれることがよかったことだと思い
ます。そのような関係ができたことか
ら、自然と郷土愛が芽生えてきたのだ
と感じております。さらに、子どもた
ちにより良い環境で日頃の学校生活を
送って欲しいという願いから学校施設
の危険箇所の見直しを学校と一緒に行
うことができました。
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